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第２３４号 群馬大学理工学部ニュース 令和5年3月２3日（12）

本
論
文
賞
は
、
令
和
3
年

度
に
投
稿
さ
れ
た
査
読
付
き

学
術
雑
誌
、
非
破
壊
検
査
の

論
文
の
中
か
ら
、
最
も
学
術

的
に
優
れ
た
論
文
に
対
し
て

表
彰
を
行
う
制
度
で
あ
る
。

今
後
は
、
実
際
の
社
会
イ
ン

フ
ラ
構
造
物
へ
の
応
用
や
、

欠
陥
の
有
無
だ
け
で
な
く
、

欠
陥
形
状
や
、
AI
を
使
っ
て

推
定
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

く
予
定
と
の
こ
と
。

欠
陥
の
有
無
等
を
判
定
さ
せ

る
か
に
つ
い
て
ま
で
議
論
し

た
論
文
で
あ
る
。
近
年
で
は
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
構
造
物
の
維

持
管
理
技
術
者
が
、
将
来
の

人
口
減
と
共
に
減
少
し
て
い

く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
に
AI
を
有
効

に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
検
査
効
率
の
向
上
や
、

検
査
技
術
者
の
減
少
に
対
応

で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
本
論
文
賞
は
、

レ
ー
ザ
ー
を
用
い
た

超
音
波
非
破
壊
検
査

に
AI
を
取
り
入
れ
る

こ
と
を
い
ち
早
く
提

言
し
、
実
際
に
そ
れ

が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
最
初
に
示
し
た
論

文
で
あ
り
、
今
後
の

進
展
も
大
い
に
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
論
文
賞
受
賞
に

至
っ
た
。　
　

授
は
「
セ
コ
ム
科
学

技
術
振
興
財
団
一
般

研
究
助
成
」
等
の
支

援
の
下
、
安
全
・
安

心
な
社
会
を
目
指

し
、
レ
ー
ザ
ー
を
用

い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ

構
造
物
等
の
維
持
管

理
に
お
い
て
極
め
て

重
要
な
非
破
壊
検
査

を
自
動
化
す
る
研
究

を
共
同
で
行
っ
て
き

た
。
今
回
の
論
文
で

は
、
時
間
領
域
境
界

要
素
法
と
呼
ば
れ
る

数
値
解
析
手
法
を
有

効
に
使
っ
て
、
レ
ー

ザ
ー
照
射
に
よ
り
励

起
さ
れ
た
超
音
波
伝
搬
を
模

擬
し
、
そ
の
結
果
を
、
深
層

学
習
を
用
い
て
AI
に
学
習
さ

せ
て
い
る
。
ま
た
、
単
に
AI

に
学
習
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
超
音
波
伝
搬
を
AI
が
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
材
料
中
の

環
境
創
生
部
門
の
斎
藤
隆

泰
准
教
授
と
電
子
情
報
部
門

の
加
藤
毅
教
授
の
共
同
研
究

の
成
果
が
令
和
3
年
度
一
般

社
団
法
人
非
破
壊
検
査
協
会

論
文
賞
を
受
賞
し
た
。

斎
藤
准
教
授
と
加
藤
教

Nano M
aterials

誌
に
掲
載

さ
れ
た
。

（
注
1
）　

ナ
ノ
ポ
ア
タ
ン
パ

ク
質
：
細
胞
膜
上
に
存
在
し
、

水
溶
性
の
分
子
が
透
過
で
き

る
小
さ
な
穴
（
ナ
ノ
ポ
ア
）

を
形
成
す
る
こ
と
で
、
細
胞

内
外
の
物
質
輸
送
を
担
う
。

（
注
2
） 

β
ス
ト
ラ
ン
ド
：

疎
水
性
ア
ミ
ノ
酸
残
基
が
鎖

状
に
つ
な
が
っ
た
ア
ミ
ノ
酸

配
列
で
あ
り
、
互
い
に
相
互

作
用
し
、
シ
ー
ト
状
の
構
造

や
バ
レ
ル
状
の
構
造
を
形
成

す
る
。

（
注
3
） 

パ
ッ
チ
ク
ラ
ン
プ

法
：
ナ
ノ
ポ
ア
や
イ
オ
ン
チ
ャ

ネ
ル
内
の
イ
オ
ン
の
流
れ
を

電
気
的
に
測
定
す
る
方
法
。

は
ポ
ア
サ
イ
ズ
と
ナ
ノ
ポ
ア

の
内
側
表
面
の
ア
ミ
ノ
酸
の

電
荷
や
ア
ミ
ノ
酸
の
か
さ
高

さ
に
影
響
す
る
原
理
を
理
解

し
た
。
さ
ら
に
、
改
変
型

OmpG

を
用
い
て
二
本
鎖

DNA

や
T
字
分
岐DNA

の

一
分
子
検
出
に
も
挑
戦
し
、

ポ
ア
サ
イ
ズ
の
違
い
に
よ

り
、
異
な
る
形
状
のDNA

を
認
識
で
き
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
本
研
究
で
、
ナ

ノ
ポ
ア
タ
ン
パ
ク
質
の
ポ
ア

サ
イ
ズ
に
関
す
る
知
見
が
蓄

積
さ
れ
、
今
後
ポ
ア
サ
イ
ズ

が
厳
密
に
制
御
さ
れ
た
高
感

度
な
バ
イ
オ
セ
ン
サ
と
し
て

の
開
発
が
期
待
さ
れ
る
。

本
成
果
は
、
２
０
２
２
年

5
月
27
日
に
、ACS Applied 

や
ポ
ア
サ
イ
ズ
が
異
な
る
。

様
々
な
大
き
さ
の
生
体
分
子

を
一
分
子
検
出
す
る
た
め
に

は
、
タ
ン
パ
ク
質
と
し
て
の

性
質
が
揃
っ
た
、
様
々
な
ポ

ア
サ
イ
ズ
を
も
つ
ナ
ノ
ポ
ア

タ
ン
パ
ク
質
の
開
発
が
必
要

と
な
る
。

今
回
は
、
バ
レ
ル
状
（
樽

状
）
の
ナ
ノ
ポ
ア
を
形
成
す

るOmpG

に
着
目
し
、
バ

レ
ル
を
構
成
す
る
β
ス
ト
ラ

ン
ド
（
注
2
）
の
本
数
を
遺

伝
子
組
換
え
に
よ
り
増
減
さ

せ
る
こ
と
で
、OmpG

の
ポ

ア
サ
イ
ズ
の
改
変
に
挑
戦
し

た
。
改
変
型OmpG

を
大

腸
菌
か
ら
発
現
・
精
製
を
行

い
、
野
生
型
と
改
変
型
の
ポ

ア
サ
イ
ズ
や
イ
オ
ン
の
透

過
量
を
パ
ッ
チ
ク
ラ
ン
プ

法
（
注
3
）
に
よ
り
検
討
し

た
。
そ
の
結
果
、
ポ
ア
サ
イ

ズ
は
β
ス
ト
ラ
ン
ド
数
に
依

存
し
て
改
変
し
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
、
イ
オ
ン
の
透
過
量

状
に
つ
な
が
っ
た
ア
ミ
ノ
酸

配
列
）
が
樽
状
配
向
し
て
ナ

ノ
サ
イ
ズ
の
ポ
ア
（
ナ
ノ
ポ

ア
）
を
形
成
す
る
。
こ
の
β

ス
ト
ラ
ン
ド
の
本
数
を
遺
伝

子
組
換
え
に
よ
り
増
減
さ
せ

た
と
こ
ろ
、
β
ス
ト
ラ
ン
ド

数
の
本
数
に
応
じ
て
ポ
ア
サ

イ
ズ
が
改
変
で
き
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、

遺
伝
子
組
換
え
を
行
っ
た

OmpG

の
ポ
ア
サ
イ
ズ
の
違

い
に
よ
り
、
形
状
の
異
な
る

DNA

の
検
出
に
成
功
し
た
。

OmpG

な
ど
の
ナ
ノ
ポ
ア

タ
ン
パ
ク
質
（
注
1
）
は
、

人
工
細
胞
膜
に
挿
入
す
る

こ
と
で
生
体
分
子
（
特
に

DNA
）
の
高
感
度
検
出
が
可

能
で
あ
る
。
こ
の
検
出
は
、

人
工
細
胞
膜
を
生
体
分
子
が

通
過
す
る
際
、
膜
上
の
ナ
ノ

ポ
ア
が
イ
オ
ン
の
流
れ
を
阻

害
す
る
こ
と
を
利
用
し
て
い

る
。
ナ
ノ
ポ
ア
タ
ン
パ
ク
質

は
そ
の
種
類
ご
と
に
機
能

分
子
科
学
部
門
の

神
谷
厚
輝
助
教
と
物

質
・
生
命
理
工
学
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
博
士

前
期
課
程
2
年
生
の

登
坂
俊
行
さ
ん
は
、

細
胞
膜
上
の
小
さ
な

穴
（
ナ
ノ
ポ
ア
）
を

形
成
す
る
タ
ン
パ
ク

質
の
ポ
ア
サ
イ
ズ（
穴

の
大
き
さ
）
を
遺
伝

子
組
み
換
え
に
よ
り

改
変
し
、
様
々
な
構

造
のDNA
検
出
に
成

功
し
た
。
こ
の
成
果

は
、
米
国
化
学
会
の

ACS Applied Nano 
M
aterials

に
掲
載
さ

れ
、
そ
の
雑
誌
の
中

表
紙
に
採
択
さ
れ
た
。

ナ
ノ
ポ
ア
を
形
成

す
る
タ
ン
パ
ク
質
で

あ
るOuter membrane 

protein-G 

（Om
pG

）

で
は
、
通
常
14
本
の

β
ス
ト
ラ
ン
ド
（
鎖

も
医
理
工
連
携
教
育
の
新
た

な
可
能
性
を
感
じ
た
1
か
月

間
で
あ
っ
た
。
本
実
習
は
あ

く
ま
で
基
礎
的
な
も
の
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
得
た
知
識
や

経
験
が
受
講
生
の
今
後
の
医

学
研
究
、
実
臨
床
で
活
か
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

（
担
当
教
員
：
加
田
渉

准
教
授
）
の
2
テ
ー
マ

で
あ
る
。
最
後
に
成
果

報
告
会
を
行
っ
た
が
、

実
習
後
の
感
想
と
し

て
「
毎
日
課
題
が
あ
っ

た
の
で
大
変
だ
っ
た

が
、
原
理
や
装
置
に

つ
い
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
と
て
も
良

か
っ
た
」「
研
究
室
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
研
究

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

教
わ
り
知
識
が
身
に

つ
い
た
」
な
ど
学
修
効
果
が

あ
っ
た
と
の
内
容
で
あ
っ

た
。
今
回
の
実
習
で
の
経
験

や
知
識
は
基
礎
的
な
も
の
で

あ
っ
た
が
、
現
象
や
仕
組
み

を
物
理
的
に
原
理
原
則
か
ら

考
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

を
認
識
し
て
い
た
だ
け
た
も

の
と
思
う
。
担
当
し
た
教
員

生
の
4
名
が
、
理
工
学
部
桐

生
キ
ャ
ン
パ
ス
医
理
工
共
用

棟
な
ど
で
、
理
工
学
府
の
教

員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
実

習
を
行
っ
た
。
超
音
波
診
断

法
の
基
礎
か
ら
応
用
を
学

ぶ
「
超
音
波
に
よ
る
生
体
軟

部
組
織
の
硬
さ
映
像
法
の
評

価
」（
担
当
教
員
：
江
田
廉

助
教
、
山
越
芳
樹
特
任
教
授

（
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）、
櫻

井
浩
教
授
）、
新
し
い
眼
鏡

式
放
射
線
セ
ン
サ
を
製
作
、

評
価
す
る
「
特
徴
的
な
放
射

線
計
測
技
術
の
放
射
線
治

療
、診
断
分
野
の
応
用
検
討
」

２
０
２
２
年
度
「
医
学
研

究
実
習
」
の
選
択
テ
ー
マ
と

し
て
、
２
０
２
２
年
4
年
7

月
11
日
〜
8
月
5
日
の
毎

日
、
約
1
か
月
間
の
間
、
群

馬
大
学
医
学
部
医
学
科
3
年

２０２２年 11 月 14 日 （月） から11 月 20 日 （日） までの 1 週間、 チェコ共

和国モラヴィア・スレスコ州オストラバ市にあるオストラバ工科大学機械工学部

の Maršálek 先生が来学された。 オストラバ工科大学との間では大学間交流

協定が成立しており、 人材交流を積極的に行っている。 当初は、 ２０２１年度に

ご来学予定であったが、 COVID-19 感染拡大に伴い延期されていた。 ２０２２

年も終わりに近づいた最近、 COVID-19 感染拡大問題も終息しつつあり、 今

回のご来学がかなった。

Maršálek 先生には、 「有限要素法」 に関する講習を英語で行っていただい

たり、 将来の共同研究について打ち合わせを行っていた

だいたり、 11 月 19 日 （土） に開催された群馬大学理

工学部機械知能システム理工学科の学生と教員の交流

を目的とするレクリエーションにご参加いただいたりした。  

また、 石間理工学府長とも面会して今後の両大学間

の協力関係について話し合った。

献
す
る
も
の
で
あ
り
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
成
形
加
工
学
会
若

手
奨
励
賞
と
し
て
相
応
し
い

人
材
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

た
。現

在
、
本
研
究
の
成
果
を

基
に
、
撹
上
助
教
を
研
究
責

任
者
と
し
てJST

・A-STEP

産
学
共
同
（
育
成
型
）「
革

新
的
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ッ
シ

ン
グ
に
よ
る
高
強
度
・
機
能

性
繊
維
作
製
シ
ス
テ
ム
の
確

立
」
が
進
行
中
で
あ
る
。

に
よ
っ
て
評
価
し
た
結
晶
化

挙
動
お
よ
び
緩
和
時
間
変
化

を
指
標
と
し
て
定
量
化
す
る

こ
と
で
、
溶
融
延
伸
過
程
で

の
構
造
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

解
明
し
た
。
こ
の
結
果
を
基

に
、
分
子
鎖
絡
み
合
い
制
御

を
取
り
入
れ
た
超
高
分
子
量

ポ
リ
マ
ー
の
溶
融
延
伸
お
よ

び
溶
融
紡
糸
手
法
の
検
討
と

そ
れ
に
よ
る
フ
ィ
ル
ム
・
繊

維
作
製
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
の
手
法
は
、
有
機

溶
媒
を
用
い
な
い
グ
リ
ー

ン
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
（
環

境
低
負
荷
型
成
形
法
）
と

し
て
工
業
的
に
広
く
期
待

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
撹
上
助
教
の
一

連
の
研
究
成
果
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
形
加
工
お
よ
び

関
連
分
野
の
発
展
に
貢

分
子
科
学
部
門
の
撹
上
将

規
助
教
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

成
形
加
工
学
会 

第
4
回
若

手
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
本

賞
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
加

工
お
よ
び
関
連
分
野
の
発
展

の
た
め
に
貢
献
す
る
人
材
に

授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

２
０
２
２
年
6
月
15
日
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
加
工
学
会

第
33
回
年
次
大
会
に
て
贈
賞

式
が
行
わ
れ
た
。
受
賞
題
目

は
、「
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
計
測

に
基
づ
く
超
高
分
子
量
ポ
リ

マ
ー
溶
融
成
形
の
展
開
」。

撹
上
助
教
は
、
超
高
分
子

量
ポ
リ
マ
ー
融
体
の
変
形
過

程
に
お
け
る
分
子
鎖
絡
み
合

い
状
態
の
変
化
を
、
X
線
や

パ
ル
ス
核
磁
気
共
鳴
（NM

R

）

を
用
い
た
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
計

測
（in situ

（
そ
の
場
）
計
測
）

令和3年度非破壊検査協会
論文賞を受賞

遺伝子組換えでナノポアの大きさ自由自在に　
様々な構造のDNA検出に成功

斎藤　隆泰環境創生部門　准教授

Maršálek 先生オストラバ工科大学機械工学部

神谷　厚輝分子科学部門　助教

加藤　毅電子情報部門　教授

登坂　俊行博士前期課程2年

理
工
学
部
桐
生
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

医
学
研
究
実
習
実
施

医
学
部
医
学
科
3
年
生
　
4
名

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
加
工
学
会

第
4
回
若
手
奨
励
賞
を
受
賞

分
子
科
学
部
門
　
助
教

撹
上
　
将
規

交流協定校オストラバ工科大学（チェコ）の
Maršálek 先生が来学
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な
く
、
高
効
率
か
つ
選
択
的

な
反
応
が
必
要
と
な
る
。
こ

の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
最
小

限
の
合
成
ス
テ
ッ
プ
で
温
度

応
答
性
ポ
リ
マ
ー
の
鎖
末
端

に
複
数
の
官
能
基
を
導
入
で

き
る
合
理
的
な
合
成
反
応
の

開
発
を
目
指
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
研
究
背
景

の
も
と
、
本
発
表
で
は
可

逆
的
付
加
開
裂
連
鎖
移
動

（RAFT

）
重
合
と
ポ
リ
マ
ー

鎖
末
端
で
の
多
成
分
連
結
反

応
を
ワ
ン
ポ
ッ
ト
化
す
る
こ

と
で
、
2
つ
の
末
端
官
能
基

を
持
つ
熱
応
答
性
ポ
リ
マ
ー

の
迅
速
合
成
手
法
を
達
成
し

た
。
本
研
究
で
確
立
し
た
合

成
法
に
よ
り
、
72
時
間
以
内

と
い
う
極
め
て
短
時
間
の
う

ち
に
末
端
に
任
意
の
官
能
基

を
有
す
る
温
度
応
答
性
ポ
リ

マ
ー
が
可
能
と
な
っ
た
。

短
時
間
に
大
量
の
デ
ー
タ

取
得
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
デ
ー
タ
駆
動
型
研

究
の
推
進
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

マ
ー
ト
材
料
で
あ
る
。
と
り

わ
け
、
水
溶
液
中
で
下
部
臨

界
溶
液
温
度
（LCST

）
挙

動
を
示
す
ポ
リ
マ
ー
は
、
触

媒
、
組
織
工
学
、
ド
ラ
ッ
グ

デ
リ
バ
リ
ー
な
ど
幅
広
い
材

料
科
学
に
お
い
て
不
可
欠
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
温
度
応
答
性
ポ
リ

マ
ー
の
曇
点
を
最
適
化
す
る

こ
と
で
、
温
度
応
答
性
ポ
リ

マ
ー
の
応
用
範
囲
は
さ
ら
に

拡
大
可
能
で
あ
る
。
一
般
的

に
、
曇
点
の
調
整
は
、
モ
ノ

マ
ー
組
成
、
分
子
量
、
主
鎖

構
造
、
鎖
末
端
基
な
ど
、
ポ

リ
マ
ー
の
構
造
的
特
徴
を
変

化
さ
せ
る
こ
と
で
実
現
可
能

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
の

う
ち
、
鎖
末
端
修
飾
に
よ
る

曇
点
の
調
整
は
重
要
な
研
究

課
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ポ

リ
マ
ー
鎖
末
端
に
導
入
さ
れ

た
官
能
基
が
ポ
リ
マ
ー
全
体

の
特
性
に
影
響
を
与
え
る
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

高
分
子
の
鎖
末
端
修
飾
は
合

成
の
観
点
か
ら
は
容
易
で
は

動
は
、「
Ｓ
メ
ン
ブ
レ
ン
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
代
表
：
山

延
健
教
授
）
な
ら
び
に
「
Ｆ

－

マ
テ
リ
ア
ル
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
代
表
：
網
井
秀
樹
教

授
）
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
。
群
馬
大
学
研
究
・

産
学
連
携
推
進
機
構
で
は
、

今
後
の
本
学
に
お
け
る
新
た

な
強
み
・
特
色
と
し
て
高
い

可
能
性
を
有
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
「
重
点
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
指
定
し
て
お

り
、
研
究
拠
点
の
形
成
を
目

指
し
た
「
推
進
研
究
（
G2
）」

の
一
つ
と
し
て
、
超
高
性
能
・

高
機
能
な
膜
材
料
を
創
製
す

る
「
ス
ー
パ
ー
・
メ
ン
ブ
レ

ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
略

称
：「
Ｓ
メ
ン
ブ
レ
ン
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
、
な
ら
び

に
「
推
進
研
究
（
G3
）」
の

一
つ
と
し
て
、
フ
ッ
素
材
料

の
革
新
を
目
指
す
「
Ｆ
マ
テ

リ
ア
ル
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
し
て
い
る
。
温
度
応
答

性
ポ
リ
マ
ー
は
，
温
度
に

よ
っ
て
物
性
が
変
化
す
る
ス

分
子
科
学
部
門
の
覚

知
亮
平
助
教
が
、Polymer 

Journal

誌
（Springer 

Nature

社
）
の
特
集
号

Polymer Journal

「Rising 
Stars

－

２
０
２
１

－

」

（
２
０
２
１
年
11
月
発
刊
）

に
選
定
さ
れ
た
。
本
論
文
は
、

可
逆
的
付
加
開
裂
連
鎖
移
動

重
合
とPasserini3

成
分
連

結
反
応
を
巧
み
に
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
鎖
末
端
に

様
々
な
官
能
基
を
有
す
る
温

度
応
答
性
ポ
リ
マ
ー
の
合
成

に
必
要
最
小
限
の
溶
媒
と
工

程
数
に
て
成
功
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
温
度
応
答
性
ポ
リ

マ
ー
の
感
温
性
を
自
在
に
制

御
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
温
度
応
答

性
ポ
リ
マ
ー
は
ド
ラ
ッ
グ
デ

リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
や
細
胞

培
養
材
料
な
ど
に
用
い
ら
れ

て
い
る
重
要
な
バ
イ
オ
マ
テ

リ
ア
ル
の
一
つ
。
こ
の
た
め
、

今
後
の
幅
広
い
応
用
が
期
待

さ
れ
る
。

覚
知
亮
平
助
教
の
研
究
活

を
設
計
し
非
対
称
膜
組
成
リ

ポ
ソ
ー
ム
内
へ
の
輸
送
に
関

わ
る
原
理
を
解
明
す
る
こ
と

で
、CPP

に
よ
る
効
率
的

な
ド
ラ
ッ
ク
デ
リ
バ
リ
ー
シ

ス
テ
ム
の
構
築
も
期
待
さ
れ

る
。本

研
究
は
、
日
本
学
術
振

興
会
（JSPS

）
科
研
費 

基
盤

研
究
（
B
）JP22 H01874

、

卓
越
研
究
員
事
業
、
武
田
科

学
振
興
財
団
か
ら
の
支
援
を

受
け
て
行
わ
れ
た
。

ら
、膜
透
過
性
ペ
プ
チ
ド

（C
ell penetrating 

peptide;CPP

）
を
介
す
こ
と

で
、
非
対
称
膜
組
成
の
リ
ポ

ソ
ー
ム
の
内
に
水
溶
性
タ
ン

パ
ク
質
を
輸
送
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
成
果
に
よ

り
、
任
意
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

リ
ポ
ソ
ー
ム
内
へ
水
溶
性
タ

ン
パ
ク
質
を
輸
送
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
、
多
段
階
の

タ
ン
パ
ク
質
反
応
を
制
御
可

能
な
リ
ポ
ソ
ー
ム
リ
ア
ク
タ

の
構
築
に
貢

献
し
、
生
命

現
象
の
詳
細

な
理
解
に
繋

が
る
。

ま
た
、
他
の

種
類
のCPP

や
人
工CPP

分
子
科
学
部
門
の 

神
谷
厚
輝
助
教
と
物

質
・
生
命
理
工
学
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
博
士

前
期
課
程
1
年
の
三

輪
明
星
さ
ん
は
、
膜

透
過
性
ペ
プ
チ
ド
を

介
し
て
酵
素
な
ど
の

水
溶
性
タ
ン
パ
ク
質

を
人
工
細
胞
膜
の
リ

ポ
ソ
ー
ム
内
へ
輸
送

し
機
能
化
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。

本
研
究
成
果
は
、

２
０
１
８
年
11
月
18

日
に
、
米
国
化
学
会

の
『ACS Synthetic 

Biology

』
誌
に
掲
載

さ
れ
、
表
紙
に
採
択

さ
れ
た
。

本
研
究
の
成
果
か

日
頃
の
自
動
車
整
備
に
よ

る
技
能
向
上
と
群
馬
サ
イ
ク

ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
の
練
習
の
積
み
重
ね
に
よ

り
成
し
え
た
成
果
で
あ
り
、

今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

位
、
小
林
健
祥
さ
ん
（
知
能

機
械
創
製
理
工
学
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
修
士
2
年
生
）
が

20
位
を
獲
得
し
た
。
続
く
決

勝
（
12
台
出
走
）
で
は
、
尾

内
さ
ん
が
3
位
入
賞
を
果
た

し
た
。

２
０
２
２
年
10
月
9
日
、

静
岡
県
に
あ
る
富
士
ス
ピ
ー

ド
ウ
ェ
イ 

マ
ル
チ
パ
ー
パ

ス
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
全

日
本
学
生
ド
リ
フ
ト
王
座
決

定
戦
に
て
、
群
馬
大
学
自
動

車
部
部
員
が
１
２
８
台
出
走

し
た
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
残

念
な
が
ら
予
選
敗
退
と
な
っ

た
関
口
拓
海
さ
ん
（
知
能
機

械
創
製
理
工
学
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
修
士
2
年
生
）
が
見

守
る
中
、
1
回
戦
（
50
台

出
走
）
で
は
尾
内
茂
徳
さ

ん
（
知
能
機
械
創
製
理
工
学

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
修
士
1

年
生
）
が
3
位
、
古
田
晃
己

さ
ん
（
機
械
知
能
シ
ス
テ
ム

理
工
学
科
・
4
年
生
）
が
15

２０２２年 7 月 30 日にＧメッセ群馬で開催された第 2

回ぐんまテックプラングランプリにおいて、 知能機械創製

部門／機能性界面 ・ 表面創製研究室 （小山真司准教授）

からなるチーム 「Surf-FAB LAB （サーフファブラボ）」

が企業 「太陽誘電」 賞を受賞した。

本グランプリは、 「ぐんま次世代産業創出・育成コンソー

シアム※ 1」 が主催する、 大学や企業で生まれた科学技

術の社会実装を促すプログラム「ぐんまテックプランター」

の一環として、 21 チームのエントリーの中から選抜され

た 9 チームのファイナリストが最終選考会でのプレゼン

テーションを行った。

チーム 「Surf-FAB LAB」 は、 異種材料の組み合わせによる新しい機能の発現

と機構部品表面の物理化学的特性の向上に加えて、 各種機械材料の接合表面ある

いは摺動面に対し、 物理化学的な設計制御を施すことにより得られる新しい接合法

ならびに表面特性の向上法の実現に関する事業プランを提案し、 新規性や実現可

能性、 さらには世の中を変える可能性などが評価された。

今後は、 コンソーシアムの支援等により、 県内企業をはじめ様々な組織との連携

を深めつつ、 提案技術の社会実装を推進する。

※ 1　コンソーシアム構成団体 ： 群馬県、 株式会社群馬銀行、 しののめ信用金庫、

国立大学法人群馬大学、 公立大学法人前橋工科大学、 独立行政法人国立高等専

門学校機構群馬工業高等専門学校、 株式会社リバネス

電
極
を
作
製
す
る
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
、
導
電
性
ペ
ー
ス
ト

を
用
い
た
印
刷
工
法
（
プ
リ

ン
テ
ッ
ド
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
導
電
性
ペ
ー
ス
ト

配
線
は
機
械
的
変
形
を
受
け

た
際
の
電
気
抵
抗
率
変
動
が

比
較
的
大
き
い
と
い
う
問
題

点
が
あ
り
、
配
線
抵
抗
安
定

化
に
向
け
た
材
料
開
発
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の

研
究
で
は
、
導
電
性
ペ
ー
ス

ト
配
線
の
電
気
抵
抗
変
動
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
ひ
ず
み
の
大

き
さ
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ

と
を
明
ら
か
と
し
、
配
線
印

刷
用
導
電
性
ペ
ー
ス
ト
の
材

料
設
計
の
方
向
性
を
示
し
た

点
が
評
価
さ
れ
た
。
今
後
、

さ
ら
に
基
礎
研
究
を
進
め
る

と
同
時
に
産
業
界
と
の
連
携

を
深
め

て
い
き

た
い
。

井
上
雅
博
准
教
授
と
渡
辺

輝
さ
ん
（
知
能
機
械
創
製

理
工
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
博

士
前
期
課
程
、
２
０
２
１

年
度
修
了
）、
大
堤
海
翔
さ

ん
、
大
嶋
玲
奈
さ
ん
（
知
能

機
械
創
製
理
工
学
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
博
士
前
期
課
程
2

年
・
1
年
）
が
、
２
０
２
２

年
9
月
7
日
に
大
阪
公
立
大

中
百
舌
鳥
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
実
装
学
会
、
マ
イ
ク
ロ
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
２
０
２
２
に
て
、
ベ
ス

ト
ペ
ー
パ
ー
賞
の
表
彰
を
受

け
た
。
今
回
は
、
昨
年
の
マ

イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
１
に

て
発
表
し
た
「
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ブ
ル
導
電
性
ペ
ー
ス
ト

配
線
の
繰
返
し
引
張
試
験
中

の
電
気
伝
導
特
性
変
動
に
及

ぼ
す
変
形
量
の
影
響
」
と
題

す
る
論
文
が
表
彰
対
象
と

な
っ
た
。
生
体
情
報

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
セ
ン
サ
な
ど
を
実

現
す
る
た
め
に
伸
縮

性
を
有
す
る
電
子
回

路
の
実
装
技
術
に
関

す
る
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
デ
バ
イ
ス
を
実

現
す
る
た
め
の
伸
縮

性
を
有
す
る
配
線
や

Polymer Journal
「Rising Stars － 2021 －」に選定

細胞膜の脂質非対称組成が鍵
複雑な細胞内反応をもった人工細胞バイ

オリアクタ構築の足掛かりに

覚知　亮平

チーム「Surf-FAB LAB（サーフファブラボ）」

分子科学部門　助教

神谷　厚輝分子科学部門　助教

三輪　明星博士前期課程 1 年

群
馬
大
学
自
動
車
部
が
全
日
本
学
生
ド
リ
フ
ト

王
座
決
定
戦
２
０
２
２
に
て
決
勝
戦
3
位
入
賞

マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
２
に
て

ベ
ス
ト
ペ
ー
パ
ー
賞
の
受
賞

第2回「ぐんまテックプラングランプリ」において
企業賞を受賞　　

▲決勝戦で疾走する尾内さんのマシン

▲左から、井上准教授、
　エレクトロニクス実装学会 中野会長

知
能
機
械
創
製
部
門　

准
教
授

博
士
前
期
課
程

２
０
２
１
年
度
修
了

博
士
前
期
課
程
２
年

博
士
前
期
課
程
１
年

井
上
　
雅
博

渡
辺
　
　
輝

大
堤
　
海
翔

大
嶋
　
玲
奈








